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メモリー内蔵型等間隔水温測定装置設置技術〔短 報〕

イ言太雅博

一般に水温は，海洋生物に対して直接的，間接的に

大きな影響を与えている。水温の連続観測を長期に行

うことは，水温変動が資源変動に及ぼす影響を把握す

ることができるだけではなしその他，生態の異常変

化等の原因究明の基礎資料になると考える。そこで，

メモリ -fλj蔵型等閑漏水温調Ij定装置を，磯根ゃ砂浜域

における漁獲対象生物の生息水深である15m前後に設

置し，水温変動の観測を開始することにした。この設

置方法について，様々な商から検討し，その水温計設

置基盤の設計を行ったので報告する。

水温測定装置は， RMT水温計(離合社製)を用い

ることとした。この水温計は，デジタルメモリー式で

水深500mまでの水温観測が可能である。また， iHI)定

間隔を 1分から127分まで l分ごとに設定でき，測定

したデータは， ICメモリー(メモリ一容量:16，000デ

タ)に記憶される。大きさは，径65皿，長さ330mm，

空中重量約9509と小型である。この水温計の設置は，

設置基盤を作成し，これに取り付ける方法を取った。

設置基盤の設置条件としては，滑動，転倒，埋没が

なく，漁業に支障をきたさないことおよび製作が簡単

で価格が安いことが条件である。また，砂などの堆積

による埋没や設置にあたりブイなどを取り付けないな

いため，基盤が水中で目立つように大きさにも考慮し

た。

これらの設置条件のうち，洗掘やi皮による滑動，転

倒は，設置基盤を岩盤とすること，波力の1/2波長よ

り設置水深を15mと深い場所を設定することで，特に

大きな問題はなくなるので，潮流による滑動と転倒に

ついて検討を行った。

この滑動，転倒の検討を，沿岸漁場整備開発事業構造

物設計指針の計算式を用いて下記の設計条件を設定

してf子った。

①設置水深:D=15m 

②設計流速:Fmax=I.5m/sec 

*水温計収納部分

③設計j皮 : Hmax=8m， Tmax=14配 C1}

@設置地盤条件:岩盤

⑤基盤材料および海水の単位体積重量

基盤 :鉄筋コンクリート :σGZ245ton/EJ

海水 :印。=1.03ton/ば
⑥摩擦係数:コンクリートと岩盤μ=0.1

⑦立方体

計算式により

滑動を生じないための条件は，

( 1) W>  1. 38ton 

転倒しないための条件は，

(2) W>0.69ton 

となり，これに安全率1.2を掛けると

(1) 1.38X1.2=1.656ton 

(2) O. 69X 1. 2=0. 828ton 

となり 1辺が880mmの立方体で十分であるが，水温

計の収納位置が，高さ500-600皿前後と砂などの堆積

による埋没の問題が出てくるため，ある程度の高きが

必要と考えられる。したがって，水温計収納位置が1000

-llOOrnrnの高さになるように 1辺を1300凹の立方体で

設計を行った。(図 1)

この l辺が， 1300聞のコンクリートブロック内にR

MT水温計設置用の鉛化ピニリデン管を下から1050mm

の位置に埋め込み，その関口部を厚さ 3四のステンレ

スプレートに通水用の直径30四の穴を32個開けたもの

でふさいだ。ステンレスプレートは，直径12皿のステ

ンレスボルト 6本で設置基盤に悶定した。鉛化ピニリ

デン管の関口部は，両側に2ク所ずつ合計4ヶ所あり，

その他，担1)定機器の設置にも対応できるようにした。

この基盤の重量を計算すると，
キ

W=1. 3m Xl. 3m X1. 3m X2. 45 t /m'-O. 02 t 

=5. 25ton 

となり， i'骨動を生じないための条件およひ官民伊lしない

ための条件を十分に満たしているので，これを設霞基

盤とした。
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RMT水温計設置基盤設計図
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図1

なお，設置，図収時の衝撃によるデータの消失を防

ぐため水温計の回りに衝撃吸収材としてウレタンを巻

き，保護筒(直径70.3mmのステンレスパイプ)に収納

し，この保護筒ごと設置，回収を行う。

水1M計設置予定について，計画では，銚子，九十九

里海域1ヶ所，夷限海域2ケ所，東安房海域2ヶ所，

内房海域1ヶ所，合計6ヶ所を平成4年度までに設置

する予定である。
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